















































































































































































日 時 実施事項 内容 
２００６年   
中 根 の 提 案 に よ る 医 学 資 料 展 示  
（ 色 素 性 乾 皮 症 、 コ ケ イ ン 症 候 群 ）  































２０１１年９月   医学科図書館で人体・臓器模型購入（分館運営委員会承認） 
２０１１年１０月 出張図書館 
医学科、保健学科授業に「人体」コーナー図書などの医学図書館資
料（人体・臓器模型も含む）を持参して資料紹介を行う（4 回） 
２０１１年１１月 
第５回 
図書館セミナー 
「人体」のエピソード  
－芸術や歴史のちょっと意外なお話－ 
２０１２年３-５月 出張図書館 
医学科授業に「人体」コーナー図書などの医学図書館資料（人体・
臓器模型も含む）を持参して資料紹介を行う（2 回） 
２０１２年５月 
第６回 
図書館セミナー 
「人体」のエピソード  
－ダ・ヴィンチをめぐる２つのお話－ 
２０１２年７月 出張図書館 
医学科授業に「人体」コーナー図書などの医学図書館資料（人体・
臓器模型も含む）を持参して資料紹介を行う（2 回） 
２０１２年１２月 
第７回 
図書館セミナー 
「人体」のエピソード 
－医学の発見：iPS 細胞の開発－ 
図書館セミナーの開催と関連事業 
３．考察 
 大学入学を果たした学生にとって教養教育の時期は、豊かな人間性をはぐくむ上で重要で
あるが、その間に医学専門教育への興味が低下し、専門に移行したときに学習に対するモチ
ベーションが失われるという問題も存在する。医学科１年生が米子キャンパスに移る際には、
教養教育と専門教育の時期やバランスが十分考慮されたが、教養と専門間の移行は学生にと
って大きな変化であり、円滑に移行できるようなきめ細かい配慮も求められていた。このよ
うな時期に適確な支援体制を整えたのが、学生の自主学習の場である医学図書館であった。
「人体」コーナーの設置、セミナーや出張図書館の実施、人体模型の購入と供覧といった学
生の知的好奇心を様々な工夫で刺激するサービスを立て続けに打ち出したことは、教養の１
年生に対して医学専門教育の起点を提供する貴重な機会を与えたと考えられる。 
 
 
４．おわりに 
今後も医学図書館では、教職員の協力を得ながら、図書館セミナーや出張図書館を、開催
する予定である。こういった取り組みが学生の『学び』の起点として役立ち、豊かな人間力
が育まれれば望外の喜びである。 
 
謝辞： 
 この場を借りて、この取り組みに協力していただいた成瀬一郎館長をはじめ医学図書館の
皆様、形態医学分野の海藤俊行教授、さらに学生諸君に御礼を申しあげます。これからもよ
りよい学習支援を目指していく所存ですので医学図書館の事業にご理解ご協力を頂きますよ
うお願い申し上げます。 
 
引用・参考文献： 
(1)鳥取大学教育グランドデザイン(鳥取大学ホームページ) 
www.tottori-u.ac.jp/dd.aspx?menuid=1264 
(2)人間力の考え方（鳥取大学ホームページ） 
http://www.tottori-u.ac.jp/dd.aspx?menuid=2382 
(3)講演会・講習会のポスター・報告書（鳥取大学医学図書館ホームページ） 
http://lib.med.tottori-u.ac.jp/koenkai/koenkailist.html 
 
 
